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１．研究の背景について 

国土交通省では、2005年に開始した官民共同研

究をもとに、スマートウェイサービスにかかる研

究開発を行い、2007年度の首都高速道路における

安全運転支援をはじめとするさまざまなサービス

にかかる公道実験や2008年度の三大都市圏等にお

ける大規模実証実験等を実施してきた。 

これらを踏まえ、2009年度は、都市高速道路に

おける広域経路選択情報の実証実験と安全運転支

援の更なる検証を実施したので、これらの取り組

みについて紹介する。 

２．広域経路選択情報 

都市高速道路では依然として渋滞が多発する一

方、新規路線が開通する等ネットワーク化が進ん

でいる。それに伴い、経路の選択肢は増加してい

る。 

そこで都市高速道路等を走行中のドライバの経

路選択の参考とすることを目的として、スポット

通信(5.8GHz帯DSRC)を活用したナビゲーション画

面(図-1)及び音声による情報提供の実用化に向け

た実証実験を東京地区(首都高速道路、東京湾アク

アライン)及び京阪神地区で実施している。 

 

図-1 広域経路選択情報の提供画面例(首都高) 

３．安全運転支援 

ここでは阪神高速における事例について述べる。 

阪神高速神戸線の西出カーブ及び柳原入口では、

図-2に示すように右側からの合流部と追突事故多

発区間が近接している。そのため、前方障害物情

報提供と合流支援情報提供（右側からの合流車接

近）を1つのビーコンから行うこととした。 

まずそれぞれのサービスについて個別に効果検

証を行った後、インフラ側で交通状況等に応じて

自動的に２つの情報を切り替え、または統合して

提供するためのシステム改良を行った。両方の事

象を検出した場合には、図-3に示す画面表示及び

音声による情報提供を行い、２つの情報を同時に

提供した場合の有効性（情報が正しく理解される

こと、情報提供により意識や行動がサービスで期

待する方向に変化すること、運転者にネガティブ

な影響与えないこと）を確認した。 

 

図-2 柳原合流部

 

図-3 合流及び追突情報の提供 
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１．これまでの経緯 

国土技術政策総合研究所では、一つの車載器に

より、VICS、ETCに加えて、道路上における情報提

供サービス、道の駅等の情報接続サービス、決済

サービス等（以下、「DSRCサービス）という）の

多様なサービスを利用できる車内環境の実現に向

け、2005年より官民共同研究をはじめとする研究

開発を行ってきた。2007年度には高速道路会社及

び民間企業30社の参画を得てシステムに関する実

証実験を行い、さらに2008年度には省庁連携によ

るITSサービスの大規模実証実験を行ってきた。 

 

２．仕様書の策定 

DSRCサービスの本格展開を図ることを目的に、

これまでの検討成果を踏まえつつ、センター装置

群、路側無線装置の構成、構造、性能等、装置間

のインタフェースについて、以下の仕様書の策定

を行った。 

１） 路側無線装置 

情報提供サービス、情報接続サービス、決済

サービス共通に用いる無線装置について規定 

２） 中央処理装置 

提供情報の編集・配信、路側無線装置及びセ

ンター装置群の監視制御等の管理を行う中央処

理装置について規定 

路側無線装置のセキュリティにかかる鍵設定

装置についても規定 

３） 音声処理装置 

道路交通情報等の内容を音声で提供するため

のTTS（音声合成記号）を作成する音声処理装置

について規定 

４） センター間インタフェース 

中央処理装置と音声処理装置、鍵設定装置、

提供情報集約サーバ（代表地方整備局設置）の

間、またプローブ処理装置とプローブ統合サー

バ（代表地方整備局設置）間の通信における物

理回線／論理パス及びプロトコルについて規定 

５） プローブ処理装置 

車載器が路側無線装置に送信するプローブ情

報を収集し、代表地方整備局に設置するプロー

ブ統合サーバへ送信する装置について規定 

６） 情報接続処理装置 

車載器と路側無線装置の間でのIP通信による

道路情報や地域情報等の提供を行う情報接続処

理装置について規定 

 

 

図１ システム構成図 

 

３．おわりに 

今回策定したインフラ側の仕様書に基づき，道

路管理者がインフラ整備を行うことになる。一方、

車載器側の仕様書は別途定められているところで

あり、両者によりDSRCサービスの本格展開が進展

することが期待される。 
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